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あじま～
情報交差点・心と心の交わり

大宜味村教育委員会

電話４４－３００６

FAX ４４ー３０２０

　10 月 22 日（土）、大宜味中学校体育館において令和４年度大宜味中学校校内合唱コンクールが開催されました。

　「我らが創る最響の新時代　咲き誇れ！皆の気合の ff　～ with one heart and one mind ～」をテーマに各学年が

課題曲の「道」と自由曲（１年生「夢の世界を」、２年生「明日へ」、３年生「友―旅立ちの時」）を歌い上げ、見事

３年生がグランプリに輝きました。

　ベストコンダクト賞に３年生の我那覇藍貴さん、ベストピアニスト賞に２年生の我部喜歩子さんが選ばれました。

　音楽の授業や休み時間だけでなく、自分たちで時間を作り練習を重ねてきた生徒たちは、緊張しながらもそれぞ

れの力を発揮し満足げな様子。

　合唱コンクール終え、音楽担当の仲地杏実先生は「２か月間、みんな本当によく頑張った。指揮や演奏の大変さ

も知ったと思う。合唱は１人で取り組めるものでない。歌が苦手な人も得意な人も今日までよく頑張った。この頑

張りを次の行事にも活かしてほしい」と講評しました。

　この日は合唱の他に幕開け三線、アトラクションで重唱やリコーダー重奏、ダンスも披露され、会場を盛り上げ

ました。グランプリとなった３年生と三線メンバー、重唱を発表した照屋綾音さん、我部喜歩子さんは 11 月 20 日

に行われる国頭地区音楽発表会に出場します。地区発表会では全校生徒でのエイサーや獅子舞も披露されます。

　様々な場面で活躍する生徒たち。地区発表会ではぜひ大宜味中のパワーを見せつけてきてください！！
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祝！グランプリ

大宜味中 校内合唱コンクール 開催
グランプリを目指して　歌に思いを乗せる…
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２こども園運動会

令和４年度　おおぎみこども園　第３回運動会

たんぽぽ組

すみれ組

ちゅうりっぷ組

ひまわり組

ゆうな組

でいご組

　10 月１日（土）、おおぎみこども園において令和４年度第３回運動会が行われました。

　絶好の運動会日和となったこの日、園児たちは太陽に負けないくらい元気いっぱい動き回り、会場を笑顔にさせました。

３ 大中服育・緑化活動・一斉授業参観

自分たちにできることから考える　服育、緑化活動を通して SDGs　　

保護者に見守られ、ますます力を発揮　こ・小・中一斉授業参観

　「捨てるものがない明日へ」を理念に循環型社会の実現を目指して地域産物

の生産、加工過程で捨てられるいる素材などに価値を見出し、商品開発する事

業を展開している株式会社フードリボン（宇田悦子社長）の秋山美紀さん、儀

間麻衣さんを招き、10 月６日（木）、大宜味中学校において２年生、３年生対

象に服育の授業と緑化活動が行われました。

　生徒たちは普段着ている服が何からできているのか、その素材を育てる人や

服にする人、運ぶ人、売る人、回収された服を処分する人など、服が完成して

から処分されるまでの作業とそこにどのような人たちが関わっているかなどを学び「つくる責任、使う責任」に

ついて考えました。

　服育授業を終え、３年生の宮城泰斗さんは「今日の授業は初めて知ることばかりだった。シークヮーサーの皮

やパイナップルの葉を使って商品を作ることはすごいと思った。自分たちもゴミの分別などに注意するなど身近

なところから SDGs に貢献したい」と話しました。

　授業後にはコーヒーの麻袋と回収された天然繊維の衣服でできた天然繊維プランターに花を植え付けました。

楽しそうに花を植え付けていく生徒たち。２年生の前田明志さんは「服育の授業は新しく知ることばかりだった。

天然繊維のプランターはパサパサした感触。今

日、植えた花も自分とともに成長してほしい」

と願いを込めました。

　秋山さんは「天然繊維プランターは水に弱く

太陽に強い。置く場所などに注意して育ててほ

しい。今日の授業を通して生徒たちが生活の中

で１つでも気づきを見つけられると嬉しい」と

話しました。

　10 月７日（金）、おおぎみこども園、大宜味小学校・中学校で一斉授業参観が行われました。

　こども園ではでいご組が運動会の時にできなかった綱引きや玉入れに挑戦。ゆうな組、ひまわり組も参

戦。頼もしい応援団も登場し会場を沸かせました。

　小学校中学校でも運動会のリベンジ。小学校ではリレー、中学校ではリレーと綱引きが行われました。

学年対抗の綱引きには保護者や先生方

も加わり、大いに盛り上がりました。

　平日開催にもかかわらず多くの保護

者が参観に訪れ、子どもたちの嬉しそ

うな顔がたくさん見られました。
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４わんぱく③ダンボールハウス

第３弾 「やっちゃえ！ダンボールハウス」

　10 月 21 日 （金） ～ 22 日 （土）、 令和４年度わんぱく体験団第３弾 「やっちゃえ！ダンボールハウス」 が開

催されました。 夏はコロナでキャンプも活動もできませんでしたが、最近はコロナもだいぶ落ち着いてきたことだし、

そろそろ始めてもいいんじゃないか宿泊を伴う活動…、 ルールを作ればできるんじゃないかダンボールハウス…、

と言うことでやっちゃいました♪

　金曜の放課後開始なので、 時間も限られますが、 やってきたきたやる気満々、 テンションあげあげのわんぱ

くたち。 事務局も嬉しい限りです。 さてさてどんな２日間になるのやら…

令和４年度わんぱく体験団やれば、 できる！

　今回のダンボールハウスは班もどんな家にするかも自分たちで決めて行動する活動。 もちろん使うダンボー

ルも自分たちで集めたものです。 材料が多ければ作れる家もいろいろイメージできるし、 足りなければ足りないな

りに工夫をすることも覚えます。 とにかく自分たちのできることを考えてやる。 今日のテーマです。 大人たちは（ス

タッフ＆応援団） ちょっと手助けと見守り役に徹します。

　久々のダンボールハウスだし、 きっと時間もかかるだろうなと予想していましたが、 役割分担もできているようで、

着々と進むダンボールハウス建設。 工期遅れもなく （遅れてよかったんだけど…） 早い完成となりました。

　思っていたより早い夕食。 そんなに早くご飯を食べたら夜お腹がすくんじゃない？っていうか、 カップラーメンの

お湯がまだ沸いていないかもと慌てるスタッフたち。 何とか夕飯も終え、 しばし休憩です。 今年のわんぱくたち

は偉かった！部屋に戻って宿題してるし…びっくりです。 まったりした後はみんなお待ちかねの肝試し。

　琉大生考案、 青年会協力のもと２人１組で真っ暗な役場２階に突入です。 様々なしかけに勇気のある人も

ビビりも楽しんでいました。 お化けはイケメンだったらしい…

　そしていよいよ就寝タイム。 寝るも寝ないも自分の責任。 うるさくしなければ、 寝ている人の邪魔をしなけれ

ばお話していてもトランプしていてもいいよと言い残し、 大人たちは先に寝ました。

　翌朝、スタッフを起こしにくるわんぱくたち。 寝坊したのかと焦りましたが、まだ５時。 ６時起床って言ったよね？

一晩中寝ないでいた子もいるのに朝から卓球。 片付けをして朝ごはんを食べ終わるとバレーボール。 一体この

子たちはどんな体力しているんだ…。 いろいろと驚かされるダンボールハウスでした。 楽しかった♪

朝活 !?
朝だ･･･寝ないで遊びま～す !!

お菓子食べながら宿題♪

ダンボール職人現る！
まずは床からどんな家にする？

イメージ通り？ゴールが見えてきた！

５ お知らせ・図書室情報

図書室情報 №39　2022 年（令和４年）11 月
大宜味村図書室（旧大宜味小学校２F：村史編纂係内）

大宜味村字大宜味１番地　0980-44-3009　

利用状況累計

〇来室者数…のべ 2,049 人

〇貸出冊数…3,693 冊

〇登録者数…140 人

10 月の統計（10/27 まで）

〇来室者数…のべ 66 人

〇貸出冊数…99 冊

11 月図書室カレンダー　閉室日 ：

現在の蔵書数…6,784 冊

　来室の際はマスクの着用、手指の消毒、

できるだけ少人数でのご利用をお願いし

ます。体調の優れない方は来室を控えて

ください。

参加︓村民又は村内就労者の１８才以上（男女混合可）の５人１チーム
会場︓旧大宜味小学校体育館　
時間︓午後５時３０分～８時３０分　※12 月～２月の月・火・木の夕方開催

◆毎日楽しく運動する習慣を目的に様々なスポーツで交流しよう︕

①卓球（12/5.6.8）

②バスケ（ソフト or ハード）(12/12.13.15)

③ソフト野球 (12/19.20.22)

主催︓教育委員会　TEL44-3006　FAX44-3020　（担当︓前田）

※参加申込書は、教育員会　又は　村ホームページにあります。
　活動の内容、方法など詳細については大宜味村教育委員会までお問合せください。

～ 12 月の予定（種目と開催日）～

5 人１組のチームを作って、12 月～ 2 月（火曜日～木曜日の夕方）、卓球やバスケなど
様々なスポーツに挑戦しよう︕

次回大会の予定
　1 月︓①テニポン (1/10.12.13)　 ②ソフトバレー (1/16.17.19)　③キックベースボール (1/23.24.26)

　2 月︓①バドミントン (2/6.7.9) ②撃・射的 (2/13.14.16） ③フットサル（ソフト or ハード）(2/20.21.24)

大宜味ナイトリーグ　参加チーム大募集

１月のテニポンのみ火・木・金の夕方

月
中
旬
～

貸
出
予
定

11

新着図書

「空とぶ図書館」で借りた県立図書館
の本は、大宜味村図書室 (旧大宜味
小2階 )へ返却してください。
※　返却期限 ： 11/29 （火） まで

日 月 火 水 木 金 土 

  1 2 3 4 5 

6 7 8 9 10 11 12 

13 14 15 16 17 18 19 

20 21 22 23 24 25 26 

27 28 29 30    

県立図書館の本コーナー

趣味 ・健康 ・子育て ・ ビジネス書

ミステリー小説 ・絵本などあります。
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村史編さんだより

村史編さんだより

第 139 号　2022 年 11 月 1 日　大宜味村村史編纂係４４－３００９　

世界のウチナーンチュ大会
—海外へ飛び立った大宜味村出身者と母村の交流—

　「世界のウチナーンチュ大会」は、沖縄県の貴重な人的財産である世界各地の県系人の功績を称えるとともに、

県民との交流を通してウチナーネットワークを拡大・発展させ、さらに母県である沖縄に集い、そのルーツやア

イデンティティーを確認し次世代へ継承していくことを目的としています。

　同大会は沖縄県や関係機関で組織される世界のウチナーンチュ大会実行委員会が主催し、1990 年（平成２年）

の第１回大会から概ね５年に１度のペースで開催しており、これまでに６回開催されています。（※第 7回世界の

ウチナーンチュ大会 HP より）第 7回世界のウチナーンチュ大会は 2022 年 10 月 30 日の前夜祭パレードを皮切り

に 10 月 31 日から 11 月 3 日にかけて開会式をはじめ多彩なイベントが開催されます。

　大宜味村でも、「世界のウチナーンチュ大会　村出身者歓迎交流会」を催しており、これまでの第 1回から第 6

回の交流会には、村にルーツをもつ 215 名の方々が参加され、村民や関係者と交流されました。

　今年も第 7回目の「村出身者歓迎交流会」を予定していましたが、コロナ感染などを憂慮したためか、参加希

望者がなく開催が見送られました。今後は、これまで以上にデジタル機器などを活用した新しい交流の場を構築し、

世代が変わっても母県や母村との絆を育てていく必要を感じます。

～世界のウチナーンチュ大会　大宜味村出身者歓迎交流会の様子～

※参加者名簿は『大宜味村史　移民・出稼ぎ編』に掲載しています。（※第 2回大会を除く）

～第 1回～

～第３回～

第 1回　村出身者歓迎交流会
日　時：平成 2（1990）年 8月 24 日
参加者：25 名
　―ブラジル、アメリカ、ペルー、ボリビアから
村出身の方が参加された。1世の方も多く参加し
た。親戚や友人らとの再会で故郷との絆を深めた。

第 2回　村出身者歓迎交流会
日　時：平成 7（1995）年 11 月 17 日
参加者：33 名
　―ブラジル、アメリカ、ペルー、アルゼンチン、
ボリビアの 5か国から参加された村出身者を村
民、大宜味一心会など200人余りの関係者により、
改善センターで盛大に歓迎会を開催した。各団体
余興・エイサー・民謡が披露され、シークヮーサー
の植樹も行なった。

第 3回　村出身者歓迎交流会
日　時：平成 13（2001）年 11 月 3日
参加者：23 世帯 41 名
　―南米からの参加者がほとんどで、2世・3世
の家族やその友達が参加した。親戚や知人と肩を
抱き合いながら再会を喜んだり、家族の紹介や近
況を報告しあった。郷土芸能と郷土料理でもてな
し、短い時間ながらも故郷を再発見したようで
あった。

～第３回～

７ 村史編さんだより

第 4回　村出身者歓迎交流会
日　時：平成 18（2006）年 10 月 14 日
参加者：45 名
　―海外在住の参加者 45 名と、家族や親戚、
知人などの関係者約 200 名が参加し交流した。
会の最後には全員でカチャーシーを踊り盛り上
がった。

第 5回　村出身者歓迎交流会
日　時：平成 23（2011）年 10 月 15 日
参加者：47 名
　―ペルー・ブラジル・アルゼンチン・アメリ
カ・フランスから参加があり、100名以上の村民・
親類・関係者が歓迎した。ペルー県人会から記
念品が贈られ、村からも参加者に芭蕉布の花瓶
敷きが贈られた。

第 6回　村出身者歓迎交流会
日　時：平成 28（2016）年 10 月 28 日
参加者：57 名
　―6か国から 57 名の参加があり、村民・親類・
関係者 147 名が歓迎した。思い出話や初めて訪
れる自分のルーツの地に感慨深げな様子だっ
た。村歌斉唱からはじまり、獅子舞・踊り・エ
イサーなどが披露され、最後は全員参加のカ
チャーシーで幕を閉じた。

～第４回～

～第５回～

～第６回～

大会参加者 5千人中、最高齢者である 92 歳の

松本ヨシさん（田港出身）が元気にあいさつ
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「しまふとぅば」ぬくとぅ　82

　教育委員会の社会教育分野に大きな三つの行事がある。「おおぎみ展」・「塩屋湾一

周トリムマラソン大会」・「しまんちゅ芸能」である。ここ数年のコロナ過で開催できなかったが、

今年は「第４８回おおぎみ展」と「第２５回しまんちゅ芸能」が３年ぶりに開催された。

　「塩屋湾一周トリムマラソン大会」は　前回まで４１回開催された。歴史ある「おおぎみ展」と「塩

屋湾一周トリムマラソン大会」は開催の当初、きっかけ、は実は教育委員会の発案ではない。４

０数年前の民間の側からの発案であった。「おおぎみ展」の開催当時に「やんばる展」も開催され、

それに触発された「下町の芸術家達」（自らをそう呼称していた）が集まり開催されたのが始ま

りである。その数年後から教育委員会が開催することになる。同様な展示会の中でも「おおぎみ

展」は県内市町村の中では最も歴史のある部類に入る。「塩屋湾一周トリムマラソンマラソン大会」

も同様で、始まりは塩屋区の若者たちによるマラソン大会であり、後年に教育委員会が開催する

ことになる。「しまんちゅ芸能」だけは当時の教育委員会の職員による発案で解された。

　大宜味村の民間の力はすごいものがあると思う。今後も民間の方から行政を刺激する様々な事

業が発案されることを期待する。

　～～　んかしわかむんや　じんぶんがあいたん　なまぬわかむんぬん　あいらはじどー　～～

うみがーみー

　まだまだ日中は暑い日もありますが、 過ごしやすい季節になってきました。 沖縄に来てだいぶ経ちますが、 なかなか秋を感
じられません。 今がそうなのか？もう少し後なのか？って思ってる間に冬になっちゃうし…。 秋だけど秋が恋しいです。

　こんなところからこんにちは♪私シロアゴガエルです。

　暖かくてついウトウトしてしまいますね。気持ちのよい限りです。

　よく姿を見せるわけでもないし、あまり知られているカエルじゃないけれ

ど、割とみなさんの近くにいます。しれっと生息しているけど、実は外来種

（ってことも知られていなかったり !?）。一見害のないように見えるかもし

れないけど、食べ物や産卵場所を競争したり、元々なかった病気に感染させ

たりすることで在来のカエルの生息を脅かします。好きで沖縄に来たわけ

じゃないのに、いつの間にか厄介者に…。悲しいな。

シロアゴガエル：アオガエル科（外来種）今月の生きもの

１日（火）区長会　（小）修学旅行 ～２日

（中）読書月間　世界のｳﾁﾅｰﾝﾁｭ大会

２日（水）（中）修学旅行 ～４日

（園）地震・津波避難訓練

県広域地震津波避難訓練

３日（木）文化の日

４日（金）（小中）地震・津波避難訓練

５日（土）（中）当山杯テニス大会 ～６日

９日（水）地区童話お話意見発表大会

10 日（木）（園）秋の遠足

12 日（土）ツール・ド・おきなわ ～ 13 日

19 日（土）県中体連陸上大会

20 日（日）（中）総合文化祭（弁当の日）

（中）地区音楽発表会

21 日（月）（小）地域ｸﾘｰﾝｱｯﾌﾟ作戦

（中）振替休日（11/20）

23 日（水）勤労感謝の日

24 日（木）定例教育委員会議

26 日（土）中体連地区新人 ～ 27 日　県民体育大会

26 日（土）（中）ユース育成バスケ ～ 27 日

27 日（日）（小）日曜授業参観　きらめき発表会

28 日（月）（小）振替休日（11/27）

11 月 11 日

電池の日

～村婦人会より お詫びと訂正～

　10 月発行の「婦人会だより」で代議員の名前を下記の通り訂正させていただきます。大変申し訳ありま

せんでした。ご確認よろしくお願いします。

　饒波区：金城久子→崎山美智子　塩屋区：宮城留美子→島袋あや


